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雌ラッ トにおける視床下部一下垂体一性腺系でのウロコルチン2の

発現量の変化

根本 崇宏、芝崎 保 唱

日本医科大学生理学講座(生 体統御学}

コルチ コ トロピン放出因子(CRF)フ ァ ミリーペ プチ ドであ るウロコルチン2(Uel12)は 視床下部、

下垂体のみな らず、副腎や卵 巣、子宮 などの末梢組織 にお いて もその発現がみ られる。我 々はこれ ま

でに下垂体前 葉 のUCI12はCRFに よ ってその発現 と分泌 が促進 され、 グル ココル チコイ ドに よって

抑制 され ること、uα12が 性腺刺激 ホルモン産生細胞 に作用 し、 ゴナ ドトロピンの発現 と分泌 を抑制

してい ることを明 らかに してきた。 しか し、末梢組織、特 に卵巣や子宮 に発現 す るUc112の 発現調節

とその作 用については未 だに不明である。今 回、我 々は雌 ラッ トにおけ る性 周期 の違 いによるUCI12

発現量 の変化を明 らかに し、性 ステ ロイ ドによるUCI12発 現 調節を明 らかにす る目的で、発情休止期

および発情前期 の雌 ラ ッ トの視床下部、下垂体、副腎、卵巣、子宮 でのUα12発 現量の変化 について

検討 したので報告 する,ウ イスター系成熟雌 ラッ トの膣 インピー ダン スを連 日測定 することによ り性

周期 を同定 し、発情休止期お よび発情前期の雌 ラッ トの各組 織のRNAを 抽 出 し、UCI12お よびCRFユ

型 および2型 受容体 のmRNA発 現量 を リアルタイムPCRで 測定 した。下垂体前葉 および中葉、卵巣の

UCI12mRNA発 現量 はエス トロゲン値の上昇す る発情前期 の発現量 がエ ス トロゲン値 の低下す る発

情 休止期 に比 べ、 有意に高 かった。一方、副 腎お よび子宮 のUcn2mRNA発 現量 は発情 前期 が発情

休 止期 に比 べ低か った、 視床下部 では性 周期 に よる発現量 の有意 な変化 は見 られ なか った.ま た、

CRF1型 、2型 受容体 発現量 は いずれ の組織 で も有意 な変 化は見 られなか った。 ゲ ノムデ ー タベー ス

によるマ ウスUCI12の5'-UTR領 域 にはエ ス トロゲン応 答配列が存在 していない ことか ら、下垂体 前

葉 および 中葉、副 腎、卵巣、子宮のUc112は エス トロゲンによる直接的 な制御で はな くほかの因子 を

介 した間接的な制御 を受けて いる可能性 が考え られ る。
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